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１．学習指導要領改訂をめぐって 
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 判断力・表現力等をいわば車の両輪として相互に関連させながら伸ばしていくとともに，学習意欲の向上を図る」











 2004 年 12 月に公表された PISA2003 の結果は，日本の教育界に大きな波紋を広げるものとなった。この調査で日
本は，数学的リテラシー，科学的リテラシー，問題解決の平均得点で最上位の国々と統計上有意差はなかった。し
かし，読解リテラシーの平均得点は OECD 平均程度で，順位も 2000 年調査の 8 位から 14 位に大きく後退した。こ
の結果を重く受け止めた文科省は，すぐに省内に「PISA・TIMSS 対応ワーキング・グループ」を設置し，特に読解
リテラシーを中心に調査結果の詳細な分析を行い，2005 年 12 月に「読解力向上プログラム」なるものを発表して
いる。ここで PISA が定義する読解リテラシーの特徴が「PISA 型『読解力』」という名で共有されるようになり，
この「PISA 型『読解力』」を実現するための取り組みが日本中で広く進められた。それは国語以外の教科・領域に
も大きな影響を及ぼすものとなり，以後「PISA 型」を冠する書籍が多数刊行されている。 







 さらに，2008 年改訂の学習指導要領において，引き続き「生きる力」の重要性が強調されているが，それは PISA
の概念的枠組みにもなっている DeSeCo（Definition and Selection of Competencies: Theoretical and Conceptual 
Foundations）プロジェクトの「キー・コンピテンシー（Key Competencies）」を先取りしたものだとされている（中
央教育審議会『幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善について（答申）』2008




シーに触れながら，PISA に向けたより強固な取り組みを紹介する実践報告も多く出されている。この DeSeCo のキ
ー・コンピテンシーが日本に本格的に紹介され出したのは 2006 年頃のことであり，PISA2003 の結果をめぐる議論
とも呼応するものである。 
 このように，PISA2003 を契機とする日本版「PISA ショック」以後，日本では「PISA 型」を称する取り組みが教
育界で多く見られ，学校現場に大きな影響を及ぼしている。 
 「PISA 型『読解力』」をめぐる実践の展開を検討した秋田喜代美（2009）は，学校によって PISA の受け止め方
に次のような違いがあることを指摘している（pp.209-210）。 
福井大学大学院教育学研究科教職開発専攻（教職大学院）




















































2006 「読解力」とは何か―PISA 調査における「読解力」を核としたカリキュラムマネジメント― 
2007 「読解力」とは何か〈Part2〉―カリキュラム・マネジメントで年間指導計画・学習プロセス重視
の指導案― 






















第Ⅶ期 探究するコミュニティの創造 （2003～2007） 
 １年次 カリキュラムを省察し，再構成する （2003） 
 ２年次 プロセスを評価する （2004） 
 ３年次 続 プロセスを評価する （2005） 
 ４年次 教科の探究の質を問う （2006） 
 ５年次 探究を問い直し，カリキュラムを再構成する （2007） 
第Ⅷ期 学びを拓く《探究するコミュニティ》 （2008～2012） 
 １年次 子どもの学びを見取る （2008） 
 ２年次 個の学びを高める協働探究をデザインする （2009） 
                                                             
(1) 2007 年 6 月 23 日，横浜国立大学教育人間科学部附属横浜中学校平成 19 年度研究発表会での同校教諭の発言か
ら。 
福井大学大学院教育学研究科教職開発専攻（教職大学院）
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 ３年次 学びの必然性を問う （2010） 
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 PISA やキー・コンピテンシーに通底する能力観は，DeSeCo プロジェクトにおいて「コンピテンスのホリスティ






















は，次のような DeSeCo のコンピテンス概念の特質を踏まえたものにさえ見える。 
教師教育研究　Vol.4
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